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目的
　中国におけるファッション市場は，現在，日本を凌ぐ勢いを持っている．若者は，日本から輸入されたファッシ
ョン雑誌の中国語版を手に，さまざまなおしゃれを楽しむようになってきており，一昔前の中国の様相からはかな
り様変わりしてきている．
　中国の男性の服装の代表といえば「中山服：チュンサンフー）」 であった．「中山服」は，時代と共にその形や
デザイン，色を少しずつ変え，国内外から認知されていったが，980 年代の鄧小平による改革以降，男性の場合「人
民服」から背広への移行が見られ，現在は田舎へ行けば見かけるものの，都市部である上海や北京ではまず目にす
ることはなくなった．これを機に中国上海におけるファッション文化は劇的に変化していく．特に，上海万博を契
機として，上海には多くのファッションビルが立ち並び，中国は，アジアのファッション市場を牽引するほどにな
ってきた．因みに，中国の女性の服装の代表といえば，「旗袍」があるが，「旗袍」は現代風にアレンジされ，今で
もチャイナドレスとして公式の場などで愛用されており，男性の「中山服」とはかなり異なる扱いを受けている ．
　現在，中国において，上海は経済発展の象徴的地区であり，ファッション市場の発展は著しいものがある．ただ，
2000 年代前半，中国市場は生産拠点としては注目されていたものの，ファッション消費市場としての見方はまだ
まだ本格的ではなかった．調査を行った 2004 年当時，街中では『Vivi』の中国版『昕薇』（2000 年創刊）や『Ray』
の中国版『瑞麗』（中国版 995 年創刊），『Cawaii!』の中国版『端麗可愛先鋒』といった日本の女性ファッション
誌の中国版が，大型書店や「書報亭」と呼ばれるスタンドで当たり前のように販売されていた．しかしながら，日
本向けの流行ファッションが中国には過激すぎる，と判断されることもあり，その約 6 割が中国独自の内容で構成
されているものもあった 2．とはいうものの，そういった日本発信の雑誌は，中国の若者のファッションバイブル
となっていく 3．現在，上海・北京を中心にその売上は，赤文字雑誌と言われる女性ファッション誌の売上が右肩
下がりになるのに反し，日本の販売部数を大幅に上回っている 2．また，2004 年当時，日本のように有名百貨店で
衣服を購入する若者を見かけることはほとんどなく，また，若者が気楽に購入できるような商品もほんの一部であ
った．しかし，先述した女性ファッション誌の影響もあり，雑誌で紹介されているものと類似した服が比較的手に
入りやすい価格で，街中で販売されていることもあった．日本のファッション文化，中国独自の感性が織り交ざる
ようにして混在していたような時期から約 0 年，中国上海のファッション事情はめまぐるしい変化を遂げてきて
いる．また，中国は，「一人っ子政策」による家庭環境から，親子関係も日本とは異なる様相を持つ 4．
　このような背景を持ちながら，中国での調査の難しさなどから，現在の中国上海がこの 0 年あまりでどのよう
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な変化を遂げたのか，若者のファッションへの意識や行動に注目し，また，対人関係的な要素を含んだ消費への意
識を明らかにした研究はほとんどない． 本研究は，ファッション市場が今まで以上に盛り上がってきている近年の，
上海における，若者のファッションへの意識や行動と消費における傾向を再調査し， 2004 年の結果と比較・検討
することを第一の目的とし， 本論文は，これに先立って，2004 年に実施していた，中国上海及び日本での調査の
結果の一部をまとめたものである． 本研究では，調査が実施された 2004 年，中国上海及び日本の大学生を対象と
して，若者のファッションに対する行動や意識にどのような違いが見られたのか，また，消費に対する意識にどの
ような傾向の違いが見られたのかを明らかにすることを目的とした．
方法
調査対象者　中国上海に在住の大学生 267 名（男性 09 名，平均年齢 20.94 歳，SD=2.538，女性 58 名，平均年齢
20.22 歳，SD=.828）．日本の大学生 350 名（男性 72 名，平均年齢 8.70 歳，SD=.962，女性 78 名，平均年齢 8.64 歳，
SD=.367）．
調査期間　2004 年 9 月
質問紙　ファッションへの意識・行動に関する項目：「被服行動尺度」5 の 9 項目，及び，「ファッション・被服
関心度質問票」6 の 9 因子から「メディア情報性因子」「協調性因子」「心理面因子」「ファッションセンス因子」「セ
ックスアピール因子」「個性因子」「マテリアル因子」「消費因子」の 8 因子を基盤とし，各因子から本研究の目的
に適合すると考えられる項目 6 項目をピックアップした．更に、「被服関心度質問票」7 からは「快適さをもとめる」
因子を参考にし，合計 38 項目からなる質問紙を作成した．回答は「全くあてはまらない =」から「全くそのとお
り =5」までの 5 件法とした．
　消費に関する項目：同じ金額の入った 0 個のお財布が用意されていると仮定し，「友人との外食」「ファッショ
ンアイテム」「化粧品」「本」「CD」「ギャンブル」「恋人へのプレゼント」「親・家族へのプレゼント」の 8 項目に
関してどのように割り当てるか回答させた．
　中国版の質問紙については，日本語及び中国語の両国語に精通している専門家に添削及び最終チェックをして頂
き，できる限り日本語のニュアンスと相違のないものを作成した．　　
　今回の調査で使用した調査用紙の一部を資料として添付した（資料 ，資料 2）.
実施方法　中国・日本共に調査用紙を一斉配布・一斉回収した．
結果
）ファッションへの意識・行動について
　ファッションに関する 38 項目について，日中それぞれについて，主因子法による因子分析を行った（バリマッ
クス回転）．各因子についての因子負荷量絶対値が .300 未満の項目，複数の因子にオーバーローディングした項目
を削除し，再度主因子法による因子分析を行うという方法を数回繰り返した．最終的に各因子を構成する質問項目
が 3 つ以上であること，因子の解釈の可能性も考慮した結果，中国に関しては 28 項目 4 因子が抽出され，日本に
関しては，34 項目 6 因子が抽出された．説明率は，中国において 42.7%，日本においては 45.3% であった．中国，
日本いずれの因子分析においても，第  因子の負荷が中国に関しては 20.0％，日本に関しても 7.5% と他の因子負
荷量に比べやや高めであった点，因子構成項目数が他の因子に比べ多かった点，また，構成項目の内容を吟味した
結果，複数の意味を内包する可能性が考えられたため，それぞれ第  因子のみを取り出し，再度主因子法による因
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子分析を行った．その結果，中国，日本，それぞれにおいて，2 因子が抽出され，最終的に中国に関しては 5 因子，
日本に関しては 7 因子を得た．更に，尺度における信頼性・妥当性を，クロンバックのα係数，及び，スピアマン
とブラウンの公式による折半法で測定した結果，中国における 5 因子，日本における 7 因子それぞれにおいて，一
部低い値のものも見られたが，全体的には高い，あるいは，程よい信頼係数が得られた．因子分析に関する結果を
表  から表 4，信頼性係数に関する結果を表 5，表 6 に示した．内容を吟味し因子名を以下のように命名した．中
国：第  因子「流行情報因子」，第 2 因子「流行採用因子」，第 3 因子「適切性因子」，第 4 因子「機能・快適性因
子」，第 5 因子「慎み重視因子」．日本：第  因子「流行情報因子」，第 2 因子「流行採用因子」，第 3 因子「機能・
快適性因子」，第 4 因子「協調性因子」，第 5 因子「適切性因子」，第 6 因子「慎み重視因子」，第 7 因子「価格重視
因子」．中国及び日本の第  因子「流行情報因子」は，流行のファッションに注意を配り，情報収集や流行ファッ
ションに関する知識を重視するものである．中国及び日本の第 2 因子「流行採用因子」は，実際に流行しているフ
ァッションを採用し，メディアからの情報をもとに，流行している着こなしを積極的に採用するものである．中国
第 3 因子・日本第 5 因子の「適切性因子」は T.P.O に合ったファッションを意識するものである．中国第 4 因子・
日本第 3 因子の「機能・快適性因子」は，ファッションにおける機能性及び着心地などの快適性に関するものである．
中国第 5 因子・日本第 6 因子の「慎み重視因子」は，セックスアピールの強いファッションに対してやや消極的反
応を示すものである．以上，5 因子は，日中いずれにも見られた因子であった．日本にのみ見られたのは第 4 因子
の「協調性因子」と第 7 因子の「価格重視因子」であった．「協調性因子」は，友人や周囲の他者のファッション
に注意を払い，周囲に合わせたファッションを心がけるというものである．「価格重視因子」は，価格の安さを重
視し，できるだけ安いものを取り入れようとする傾向を示すものである．
　日中で抽出された因子を比較したところ，いずれも流行を重視し，積極的に採用しようとする傾向が顕著に現れ
た．また，ファッション性だけではなく，着心地や機能性も重視する傾向が見られた．更に，できるだけ過激なフ
ァッションを避けようとする傾向，場に合ったファッションを心がけようとする傾向も明らかになった．しかしな
がら，単に T.P.O. を重視するだけでなく，友人など他者との協調性を重視する因子，購入価格に関する因子につ
いては，中国では抽出されず，日本のみに見られた傾向であった． 
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2）消費に関する意識について
　設定された 0 個のお財布の割り当て個数について，男女別に t 検定を行った結果，男女ともに有意差があった
のは，「ファッションアイテム」及び「親・家族へのプレゼント」による消費であった．「ファッションアイテム」
に関しては，女子の場合，（J：日本）2.70（SD=.007）>（C：中国）2.09（SD=.993）で有意差があり（t=5.53，
df=327.458，p<.00），男子の場合，（J）2.2（SD=.347）>（C）.37（SD=.943）で有意差があった（t=5.484，
df=274.687，p<.00）．「親・家族へのプレゼント」に関しては，女子の場合，（J）.4（SD=.80）<（C）.63（SD=.797）
で有意差があり（t=-5.568，df=326.677，p<.00），男子の場合，（J）0.88（SD=.8）< （C）.89（SD=.248）で有
意差があった（t=-7.485，df=64.029，p<.00）．日本の若者は，中国上海の若者よりも，ファッションへの消費が
積極的で，ある意味，自己への投資が積極的であるが，中国では，親など身近な人のために積極的に消費を行う傾
向が明らかになった．
　女子のみで有意差があったのは，「友人との外食」「CD」「恋人へのプレゼント」への消費であった．「友人との外食」
に関しては，（J）.80（SD=.929）> （C）.4（SD=.680）で有意差があり（t=4.383，df=322.64，p<.00），日本
の女子の方が，中国上海の女子に比べ，「友人との外食」に対し積極的に消費を行う傾向が明らかになった．一方，
「CD」の購入に関しては，（J）0.96（SD=.727）< （C）.6（SD=.044）で有意差があり（t=-2.056，df=27.85，
p<.05）、中国上海の女子の方が，日本の女子よりも，「CD」の消費，すなわち，音楽への投資を積極的に行う傾向
が明らかになった．更に，「恋人へのプレゼント」に関しても，（J）0.78（SD=.73）<（C）0.93（SD=.602）で有
意差があり（t=-2.037，df=330.799，p<.05），中国上海の女子の方が，日本の女子に比べ，恋人のための消費を積
極的に行う傾向が明らかになった．男子のみに有意差のある項目はなかった．
　消費項目の順位は，日本の女子の場合， 位「ファッションアイテム」，2 位「友人との外食」，3 位「親・家族
へのプレゼント」，4 位「本」，5 位「化粧品」，6 位「CD」，7 位「恋人へのプレゼント」，8 位「ギャンブル」で
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あった．中国上海の女子における消費項目順位は， 位「ファッションアイテム」，2 位「親・家族へのプレゼン
ト」，3 位「本」，4 位「友人との外食」，5 位「化粧品」，6 位「CD」，7 位「恋人へのプレゼント」，8 位「ギャンブ
ル」であった．日本の男子における消費項目順位は， 位「ファッションアイテム」，2 位「友人との外食」，3 位
「本」，4 位「CD」，5 位「恋人へのプレゼント」，6 位「親・家族へのプレゼント」，7 位「ギャンブル」，8 位「化
粧品」であった．中国上海の男子における消費項目順位は， 位「友人との外食」，2 位「親・家族へのプレゼント」，
3 位「本」，4 位「恋人へのプレゼント」，5 位「ファッションアイテム」，6 位「CD」，7 位「ギャンブル」，8 位「化
粧品」であった．女子の場合，日中いずれにおいても，「ファッションアイテム」が  位であったが，日本は親・
家族よりも友人を優先する傾向にあり，中国の場合，「本」よりも友人との付き合いが下位であった．男子の場合，
日本の男子は中国上海の男子に比べ，ファッションに対する消費が積極的であること，中国上海の男子は，ファッ
ションよりも友人や親・家族に対し消費を積極的に行う傾向が強いことが示唆された．
　消費行動に関する日中比較の結果を，表 7，表 8 に示した．
考察
　本研究により，2004 年当時，中国上海の若者は，全体的傾向として，ファッションへの関心はあるが，適切性
を重視し，日本の若者と比較すると，個人の楽しみや消費においては，発展途上にあることが明らかになった．また，
因子分析により抽出された因子から，日中の若者の共通点として，流行情報を重視していること，流行の採用に比
較的積極的であることの 2 点が明らかになり，流行ファッションへの意識は日本の若者と類似した傾向を持つこと
も明らかになった．これは，変わりつつある中国上海のファッション市場を示唆するものであり，この先，中国が
日本と類似したファッション市場を展開していくことを推測し得るものである．しかし，中国上海を対象とした因
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子分析の結果からは，「協調性因子」が抽出されなかったことから，市場の発展としては類似傾向を推測し得るが，
販売戦略，嗜好傾向に関しては，中国独自の展開もあり得るであろう．
　更に，消費に関する調査で，日本の女子は「友人との外食」を重視する傾向が明らかになったが，これは先にも
注目した「協調性因子」が日本でのみ抽出された結果からも，日本独自の傾向を読み取ることが可能である．身近
な友人と食事という行動を共にすることは，仲間意識を重視していることが考えられ，それは，ファッションにお
ける協調性ともつながるものであると推測される．この「協調性因子」は，「自分にあまり似合いそうにないもの
であっても，学校の仲間たちの間で人気のある流行の衣服を着用する」「ある集まりに何を着てゆくかについて，
自分が決める前に一緒に行く友達と打ち合わせをする」「新しい衣服を購入する時，自分の友達が着用しているも
のと似たようなものを購入するように努める」「自分のグループにおいて，お互いに仲間意識を持つために，他の人々
と同じような服装をすることをこころがけている」という 4 項目から構成されている．他者の目を気にし，周囲と
協調性をもって行動することや，他者の意見や行動に合わせるといった意識が推測される．これは，相互協調的自
己観を持つ東洋文化によく見られる自己観に通じるものであるが 8，同じアジア圏でも，ファッションへの意識や
行動については，本調査では，中国上海においてこのような自己観を推測する結果を得ることはできず，ファッシ
ョン行動の独特な側面を推測し得るものとなった．ファッションは「第二の皮膚」とも言われており，自己とも深
く関わる存在であると考えられているが 9，これは，自己観の捉え方に対する大きな枠組みの中で，相互協調的自
己観を持ちつつ，相互独立的自己観を持つ側面があることを明らかにする結果ともいえよう．
　お財布調査からは，日本の若者は，中国上海の若者よりも，ファッションへの消費が積極的であるが，親など身
近な人のために積極的に消費を行う傾向は，中国に比べると低い傾向が明らかになった．これにより，日本は自分
のためにお金を使う傾向が強く，自己投資を積極的に行っている状況がうかがえる知見を得られた．一方，中国で
は男女共に「親・家族へのプレゼント」にお金を使いたいと考える若者が日本に比べ多く，「友人との外食」が上
位であった日本とは，重視する人間関係の順位が少し異なることが推測される結果となった．中国の大学生は日本
の大学生に比べ，親に対し，強い依存性を示すことが研究によって明らかにされている 4．また，中国における親
子関係は，子どもが大きくなるまでは親が養育を行い，子どもが成長すると今度は子どもが親を扶養するという関
係が示されており，「フィードバック型」と名付けられているが 0，時代と共にこの親子関係は変容していくにせよ，
年長者を敬い，親孝行をしたいという思いは変わらないのかもしれない．これは，中国における「儒教」の教えの
 つ「孝」とも深く関係していると考えられる．
　以上，2004 年中国上海及び日本での調査をもとに，ファッションへの意識や行動，人間関係をからめた消費行
動における意識をまとめたが，日中に共通する点，同じ東洋文化という文化圏にありながら，様相を異にする点が
いくつか明らかになり，ファッションに関わる人々の意識や行動は，東洋・西洋といった枠組みだけではとらえる
ことができない多面性を持ち，対人関係や自己に対する捉え方とも関わってくることが明らかになった．しかしな
がら，調査の都合上，質問項目数への配慮が必要であったことから，本調査では確認することのできなかった意識
や行動傾向が存在することは否めない．今後の調査においては，この問題を如何に解決していくかが重要になるで
あろう．今後の調査で，中国上海の若者の意識がどのように変化しているのか明らかにする予定である． 
付記　本論文は，20 年日本繊維製品消費科学年次大会において発表した内容について，再度分析をし直し，加筆・
修正を行ったものである ．
謝辞　最後になりましたが，本調査を中国上海で実施するにあたり，調査全般にわたる手配に多大なるお力をお貸
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しくださいました岡山県華僑華人総会会長劉勝徳氏，中国現地での調査の指揮を執ってくださり，また，調査用紙
の中国語バージョンを作成するにあたり，お忙しい中，添削をはじめ身に余るご指導を頂きました川崎医療福祉大
学の徐祖瓊先生（現 復旦大学教授），上海滞在中もいろいろとお世話になり，調査にもご協力くださいました復旦
大学教授の王志良先生，上海杉達学院教授の李維坤先生，上海外国語大学学長の黄先生，調査にご協力頂きました
各大学の学生の方々に心からのお礼を申し上げるとともに，ここに深く感謝致します．
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